
資料No．3－4  

国内感染症報告の状況  

（平成20年4月1日から平成20年9月31日までの報告受付分）  

感染症報告についての注意事項  

1）感染症報告については、医薬品との因果関係が不明なものを含め製造販売業者等から   

報告されたものであり、個別に医薬品との関連性を評価したものではない。  

2）感染症幸艮告については、平成20年4月1日から平成20年9月31日に報告されたもので   

ある。  

3）感染症名は、用語の統一のため、ICH国際医薬用語集日本語版（MedDRA／J）に収載さ   

れている用語（PreferredTerm：基本語）で表示している。  

4）報告症例ごとに、被疑薬及び感染症名を記載している。   
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・コ1r  
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No．   たこ？ニー’ご！、1し、tこ′▲′ヰ・′（ 感染虚名   、■－・∵苛 投与年月・、  膵襟．ご二 （年月）    （毎月卜   捜査 汀・  
黙  

叫千 

H8V－DNA（－）  

HBsAg（－）  

HBsAb（＋）  

HBcAb（⊥）  

‖  
l－  2008／4／9  人赤血球濃厚液（放射線照射）  HBsAg（－）  

】  1  l  

l男  l70  血液腫瘍  B型肝炎  l3…ク】…   l憲還－）  

l量  
く07／05） H 

l  B型肝炎  BV－DNA（十） HB 
保管検体2本全  
部HBV－DNA（－）  

sAg（十） HBsAbト）   

HBcAb（＋）  

（08／0り  

HBsAg（＋）  

H8sAb（－）  

HBcAb（＋）  

（08／03）  

献血者嬢転情報  
当該  
04／11／26日BV関連検査適合  
保管検体（個別NAT）HBV－DNA（－）（遡及調査対  
象） l  

次回  
HBsAg（－）  06／10／30HBc抗体検査陽性（陽転献血）  
HBsAb（＋）  保管検体（個別NAT〉HBV－DNA（＋）  
（05／07）  保管検体1本に  

2  2008／4／9  新鮮凍結人血矩   女  50  血液腫瘍   B型肝炎   05／05  HBsAg（－）      HBsAg（十）  HBV－DNA（＋） 08／03  陽性（輸血    ついてHBV－  

（05／05）      HBsAb卜）  （）   後）  DNA（－）  193bpの塩基配列を比較したところ、献血者の  
HB8Ag（＋）  HBウイルスはGonotypoBで塩基配列より  
HBeAb（－）  subtyp8はadwと推定した。患者のHBウイルス  
（08／03）  はGenotypeCで塩基配列からSubtyp8はadrと  

推定した。献血者株と患者株の塩基儲列は14  
カ所の相違があった。  
結果を受けて担当医より「副作用・感染症と輪  
血血液との因果関係なしと考える。患者は日日V  
陽転倭、肝機能等に異欄は認められていませ  
ん。」とのコメントが得られた。   

BP70／台  

KT390c  

実施。抗血策タンパク賞抗  
※患者血液培  洗浄赤血球－LR（1本）は採血6日目の赤血球  

洗浄人赤血球浮遊液－しR   

男  40  血液疾患   
細菌感染  08／03  BPlO4／62     養にてグラム   濃厚液－LRを原料として製造し翌日使用  

3  2008／4／15  08／03  KT37．1 調査結果を受けて、担当医より「副作用・感染  
出。その後、  症と輸血血液との因果関係なしと考える。」との  
Xanthomonas  コメントが得られた。   
maltophi厄と同  

定．   

BP40．1？c  

※患者血液培  
養にてグラム  

男  50  肝・胆・膵疾患  細菌感染  08／03  
陽性球菌検  調査結果を受けて、担当医より「副作用・感染  

4  2008／4／15  人赤血球濃厚液一LR  出。  欠損なし  症と輸血血液との臥果関係なしと考える。」との  
StaphyLococcu  コメントが得られた。   
SePid8rmidis  

と同定。   田 【コ  
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患  

No．  、うノ轟恕嘉＝    逸麦纂無象㌧ゼ；＝   ねぷ轟庭  報告受領巳  ∴丁′． 違憲恵藻滝壷撮養韻  「般翠   者 放  辛 エ浣  

HCVコアAよ一）  

（07／07）  HCV－RNA  

HCV－Ab（一）  （－）  陰性（輸血・  

5  2008／4／16  人赤血球濃厚液（放射線照射卜 LR  女  70  呼吸器疾患  C型肝炎   07／07－09   （07／03）  HCV－Ab ＋  部HCV－RNA  
HCVコアAg（十）  （）  （－）  

HCV－Ab（＋）  （08／04）  

（08／01）  

HBsAg（－）  

HBsAb（－〉  

（07／05）  

HBV－DNA（－）  

HBcAb（－）  

（07／05）  

H8sAg（＋）  

新鮮凍結人血奨  HBsAb（－）  

6  2008／4／16   新鮮凍結人血栄一しR V  女  20  血液腫瘍   
保管検体31本  

8型肝炎   07／03－06 07／08－12  （08／02）  全部HBV－DNA  
HBV－DNA（＋）  

（－）  

HBsAg（＋）  

日日sAb（－）  

HBeAg（十）  

HBeAbト）  

HBcAb（－）  

lgM－HBcAb（－）  

（08／03）  

HBsA〆＋）  

HBsAb（－）  

（07／10）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）   血液腫癌   
7  2008／5／2    血、  男  70    B型肝炎   

LR  07／01  HBsAg（－）     HBV－DNA（十）  H8V－DNAト）  HBV－DNA（＋）  陰性（輸血 前）  保管検体15本  
後）   （－）   

HB8Ag（－）  

HB8Ab（＋）  

（08／04）   

HCV－Ab（＋）  

HCVコア抗原  
新鮮凍結人血栄一LR  HCV－Ab（－） 0708  

07／08－09  
8  2008／5／2   人赤血王求濃厚液（放射線照射）－ LR  男  10  先天性疾患  C型肝炎  

保管検体8本全  
07／08  部HCV－RNAト）  

（07／08）  

（＋）  

（08／04）  

人血小板濃厚液（放射線照射）  06／12－  HBsAg（－）  

9  2008／5／2   人赤血球濃厚液（放射線照射） 人血 B型肝炎  08／03 07／01  HBV－DNA（＋） （08／糾）  陽性（輸血 後）  保管検体36本 全部HBV－DNA  

赤球濃厚液（放射線照射）－  
LR   （－）  

07／Ol－ 08／03  
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No．   
税率．二  苧郡黙甲苧完攣 報告受領日  警野誓㌣攣禦警苧警撃撃野撃    ； 代      投毒筆芳澤’r′   ■ （年月）  ■言＝  捜査十チ            ⊥般名  性 別   原疾患（簡略名）：  感染症名      こ・・・▲  tJ～NAT＼  前衛離郷  笥躍，珊 ゝ一さ璧■、・鱒≒一登㌣和平登燕・■lし■一Ⅳ鱒讐撃攣、㌦   

非溶血性副作用関連検査  
輸血終了20分  

10  2008／5／7  人血小板濃厚液   女  50  血液腫瘍   
輸血開始時 BP‖8／73  

細菌感染  08／04  血奨タンパク質欠捜検査：  

調査結果を受けて、担当医より「副作用・感染  

HRlOl  
症と輸血血液との阻果関係なしと考える。」との  
コメントが得られた。  

血培養実施、  
陰性  培養試躾を実施、陰性。  

HCV－Ab（－）  

HCVコア抗原  

（07／1り  

新鮮凍結人血策－LR  
HCV－Ab（－）  

陰性（輸血   
07／10－‖  

（07／10）  

m  2008／5／7   人赤血球濃厚液（放射線照射ト  
LR   

07／1（ト‖   HCVコア抗 原（－）  

HCVコア抗原  
（＋）  

HCV－Ab（＋）  

（08／04）   

14：00輸血終  

了。夜より発  
熱（380c）。  
翌日、朝より  

12  2008／5／7  人赤血球濃厚液（放射線照射）一 LR  男  80  血液疾患   細菌感染  08／04  水用便l回、発  
調査結果を受けて、担当医より「副作用・感染  

熟（38．70c）。  
症と輸血血液との因果関係は不明である。」と  

院内にて患者  
のコメントが得られた。   

血液培養実  
施、陰性。   

輸血開始後35  
分で  実施。  
BP95／45、  

J   本症例は2008年5月2日に副作用名「ショック」  

SaO293％  
として情報入手uO日報告の準備を進めてい  

40分後BP  
たが、5月丁日に細菌感染も疑われるので関連  

13  2008／5／20  人血小板濃厚液（放射線照射）  男  70  血液疾患   細菌感染  08／05  83／45SaO2  項目を調査してほしいという追加情報入手のた  

93・〉95％  
め、感染症症例として報告。  

院内にて実施  
訴査結果を受けて、担当医より「細菌感染と輸  

の患者血液培  
血血液との因果関係なしと考える。」とのコメン  

養は陰性   
トが得られた。   

輸血開始後50  
分で、全身性  
毒麻疹出現。  
輸血中止。  

人血小坂濃厚液HLA（放射線  
細菌感染  08／05  

患者血液培養  調査結果を受けて、担当医より「細菌感染と輸  
14  2008／5／20   照射）   男  80  血液疾患  は未実施。  血血液との因果関係なしと考える。」とのコメン  

院内にて患者  トが得られた。   
エンドトキシン  
検査実施、陰  
性。   
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患  

N0．  者 熟  
主．鳥浜ふ   

輸血開始後1  

時間で、発熱 37 
．80c－→40℃ 0 

BP140mmHg 
・→210mmHg  抗血策タン′くク質抗体検  

15  2008／5／20  人赤血球濃厚液（放射線照射ト しR  男  70  呼吸器腫瘍   P70ノmln一→  査：嬢性  
細菌感染  08／05  血祭タン′くク賞欠損検査：  

調査縮まを受けて、担当医より「副作用・感染  
134／min   症と輸血血液との阻果関係なしと考える。」との  

院内にて患者   コメントが得られた。   

血液培養実  
施、Baci‖∪＄  
G8rOuSを同  施、陰性。 
定。   

輸血後、発熱  
36．80c一→  

39．20c  

悪寒、血圧若  
干低下、頻  2008年5月ほ日に副作用名「悪寒」として情報  

入手し、30日報告の準備を進めていたが、5月  

脈。 院内にて患者 血液培養雫  18日に患者血液培養より細薗が嶺出されたと  

16  2008／5／28  人赤血球濃厚液－LR   女  60  腎・泌尿器腫瘍  細菌感染  08／05  ： 血費タンパク質欠損検査：  
いう追加情報を入手し、細菌感染も疑われると  

施、嫌気性グ  ラム陰性菌を  の担当医の見解が得られたため、感染症應例  

投与中止の当該製剤（1本）  ←一之       として報告。  

検出。菌の同  調査結果を重けて、担当医より「副作用・感染  
定できず。当  症と輸血血液との因果関係なしと考える。」との  
該製剤のセグ  コメントが得られた。   
メントチューブ  
を用いた血液  
培養は陰性。   

患者検体と献血者検体（HBV陽性保管検備）と  

でProS／S領域を含むP領域の前半部の1550bp  
H85Ag（－）  の塩基願列を比較したところ、献血者検体で4  
（08／02）  箇所に塩基の混在があり、混在箇所では患者  

HBsAg（－）  保管検体2本に  

（07／1り  
陰性（輸血   

17  2008／5／28  人赤血球濃厚液－LR   女  60  循環器疾患  B型肝炎   
HBV－DNA（－）  

08／01    HBsAb（－） H8cAb（－） （08／01）  DNA（＋）  陽性七なった当該輸血用血液と同一採血番号  
e の製剤として、1本の新鮮凍結血策－LRがあり、  
lgM－H8GAb（十）  確保済み。  
（08／04）  調査結果を受けて、担当医より「副作用・感染  

症と輸血血液との阻果関係ありと考える。」との  
コメントが得られた。   

幹細胞移植1  
時間後輸血、  
発熱38．3℃悪  

寒、動悸。院  
内にて患者血  

18  2008／5／28  人赤血球濃厚液（放射線照射）－ しR  男  20  血液腫瘍   細菌感染  08／05  液嘩春美施、  調査結果を受けて、担当医より「細菌感染と輸  

グラム犠牲球  
血血液との囲異聞係なしと考え卑。」とのコメン  

菌検出。  
トが得られた。   

Entorococcus  

faoc山mと同定  

された。   
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ゝ、く■√講∫へ：，・り■（㌢tサミ  苧㌣㌍■警 冊一肌 
・  献血者斬㈹ÅT  嶺時■′折誉…く・㌔ 報告受領日   

澤聯琴轡撃   ′ナ   ▲     －－‘肪椚  着 性  ごJノ検i㌻∴  ？NAT、∴ 
別   

HBV－DNA（－）  

HB5Ag（－）  

HBsAb（－）  

HBcAb卜） 07／05  

HBsAg（－）  

HBV－DNA（－） HB 

人赤血球濃厚液－しR  
女  60  血液腫瘍   B型肝炎   19  2008／5／28   人血小板濃厚液  

保管検体4本全  

07／11 07／1ト 08／Ol   HBsAb（－） HBcAb（－） （07／05） HBsAg（－） （07／10）   

（07／06） HBV－DNA（－） HB 

sAd－）  
HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

（07／10）   

HCVコア  
陽性（輸血  

前）  保管検体7本全  

20  2008／5／29  人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  女  80  腎・泌尿器系疾患  C型肝炎   08／02－03   Ag（－） （08／02）  HCVコアAg（＋） （08／05）  HCV－RNA（十） （08／02）  HCV－RNA（十） HCV－Ab（十） （08／05）    陽性（輸血 後）   部HCV－RNA（－）  

非溶血性副作用関連検査  
実施。  
抗血奨タンパク質抗体検  

360c台→38．  

90c  血兼タンパク賢欠損検査 

人赤血球濃厚液（放射線照射ト   院内にて患者  
男  70  肝・胆・膵腫瘍  細菌感染  08／05  血液培養実  

調査結果を受けて担当医より「細菌感染と輸血  
21  2008／5／29  

施、Kl占bsie帖  
血液との因果関係なしと考える」とのコメントが  

人赤血球濃厚液－LR  
pn8UmOniaeを  

得られた。   

同定   験を実施、陰性。  
人赤血球濃厚液－しR：投与  

中止の当該製剤による細  
菌培養試験を実施、陰性。  

陰性（輸血  

08／01   
HBsAg（－） HBcAb（－）  

22  2008／5／29  人赤血球濃厚液－LR   女  80  循環器疾患  B型肝炎  
保管検体2本全  

（07／12）   

HBcAb（十）  

（08／01）   

HBV－DNA（＋）  
HBsAg（－）  陰性（輸血  

07／1ト 08／02   HBsAb卜） HB 保管検体6本全  
23  2008／6／‖  人血小楯濃厚液（放射線照射）  男  80  血液疾患   B型肝炎  

cAb（－） （07／1り  HBV 
（07／lり  
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BT36．8℃→  

38．50c  

循環器疾患  いては同一採血寺号の血  

24  2008／6／16  人赤血球濃厚液（放射線照射卜  女  90   血液疾桑   細菌感染  08／05  院内にて実施  立   調査結果を受けて担当医より「副作用・感染症  
消化器疾患  し、適合。残る1本は投与ヰ  と輸血血液との阻果関係なしと考える」とのコメ  

養より K18bsit州a  
ントが得られた。   

pn8UmOniaeを  細菌培養輔を実施し、陰  
同定。  性。  

H8sA虞＋）  

HBcAb（－）  HBV－DNA（＋）  

25  2008／6／23  人赤血球濃厚液（放射線照射）－ LR  女  80  血液腫癌   B型肝炎   07／11  H8sAg（－）     （08／02）  HBsAg（十）’  

（06／05）     HBsAd＋）  HBsAb（－）  部HBV－DNA（－）  
HBcAb（＋）  HB（；Ab（＋）  

（08／05）  （08／06）   

HBsAg（－）  

HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

（07／06）  

H8sAg（十）  HBV－DNA（＋）  

HBsAb（－）  H8＄Ag（－）  

人血小板濃厚液（放射線照射）  （07／07）  HBsAbト）  
H8sAg（－） （06／09）  

06／1卜07／4  HBcAb（－）  

26  2008／6／27   人赤血球濃厚液（放射線照射）－ LR  男  60  血液腫瘍   B型肝炎  
07／01    HBsAg（－）  

（07／06）  

HBV－DNA（＋）  後）   部HBV－DNA（－）  
（06／1り  

HB＄Ag（＋）  

HBsA虞＋）  H8sAb（－）  

HBsAb（－）  H8cAb（－）  

日日8Ag（＋）  （08／06）   

HB8Ab（－）  

【gM一日BcAb（－）  

（08／06）  

非溶血性副作用関連検査  
実施。  
抗血紫タン／くク貫抗体検  

8T38．80c  
27  2008／6／27  人血小板濃厚液（放射線照射）  男  60  血液疾患   細菌感染  08／06  患者血培養は  検査結果を受けて担当医より「細菌感染と輸血  

未実施。  血液との医果関係なしと考える」とのコメントが  
投与中止の当該製剤（1本）  得られた。   

による細菌培養試験を実  
施、陰性。  

HBsAg（＋）  

新鮮凍結人血栄一LR  （08／06）  HBV－DNA（－）  

07／10  HBsAよ－）    H80Aよ＋）  （07／10）  陽性（輸血  保管検体33本  

28  2008／6／27   人赤血球濃厚液（放射線照射ト  男  50  外傷■整形外科的  B型肝炎                       しR    疾患  07／10  （07／10）  HBt！Ab（－）  HBV－DNA（十）  全部H日∨一  

lgM－HBcAb（＋）  （08／06）   DNA（－）   

（08／06）  
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ー▼幣聯準町讐㌍㌍ヲ弊準澗邪 

㌍芸子1‥洋 No 
野撃墜甲■しニリギぐ’叩 

．   撃一て∴L葦．琴禦琴平． 原疾患（簡略名）、、〉    、。耶圃琴 投与年月■′－  （年云）    ヱ，メ （年月）  ヌ攣業．∧雲ェ、  検査三．  
男‖   

HCV－RNA（－） HCV 

HCV－Ab（－） 08／06  

29  2008／6／27  人赤血球濃厚液－しR   男  60  消化器腫瘍  C型肝炎   
HCV－Ab卜）  

08／03   （08／02）  保管検体3本全  
HCV－  

HCV－Ab（－） 0806  

（／）  

（08／03）   

非溶血性副作用関連検査  
実施。  
抗血紫タン／くク質抗体検  

BT38．20c 院内にて患者  
30  2008／7／3  人血小板濃厚液   女  40  血液腫瘍   

調査結果を受けて担当医より「副作用・感染症  
と輸血血液との囲果関係なしと考える」とのコメ  細菌感染  08／06  BT36．80c    血培養実施、 陰性   

血賛タンパク箕欠損検査：  
ントが得られた。   

欠損なし  
使用済み／くッグによる細菌  

培養試験を実施、陰性。  

31  2008／7／3  人赤血球濃厚液（放射線照射卜 LR  
07／03  保管検体7本全  
07／03   

HCV－Ab（十）  
部HCV－RNA（－）  

新鮮凍結人血奨   
（08／04）  

06／02  HCV－Ab（－）   HCV－Ab（十） 4  
32  2008／7／3  人赤血球濃厚液（放射線照射）  女  60  免疫系疾患  C型肝炎  

保管検体2本全  
（06／02）   （08／0）  部HCV－RNA（－）  

新鮮凍結人血策   
07／12  HCV－Ab（－） 1   HCV－RNA（－）  

33  2008／7／10  男  70  循環器疾患  C型肝炎  
保管機体8本全  

人血小板濃厚液  （07／1）  HCV－Ab（＋）   HCV－Ab（一）  HCV 
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患  

No．  遮   看 熟  年 完遮  恩変更盟．とち、長   
ナ′．‘～ミーー’■ノご   

HBsAg（－）  

HBsAb（十）  

HBcAb（十）  

34   男  80  血液疾患   8型肝炎   05／08－12  HBsAg（－） （05／08）     （06／01） HBsAgく十）  

HBV－DNA（十）  

（08／06）   離日BV－DNA（－）  

HBsAb（＋）  

H8く；Ab（＋）  

（08／06）  

HCV－Ab（－）  

35  2008／7／10  人血小坂濃厚液（放射線照射）  男  50  血液腫癌   C型肝炎   HCV－Ab（－） （07／11，）  08／05    HCV－Ab（－）  

（08／02）  RNA（－）  

（08／06）   

HBsAg（＋）  

（07／04）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）   07／01  H8sAg（－） （0了／01）    HBsAg（＋） （07／07  HBV－DNA（－） HBsA武一）  HBV－DNA（－） HB＄Ag（－）  陰性（輸血 前）  保管検体54本  

36  2008／7／14  女  40  生殖器腫瘍  B型肝炎  
人血小坂濃厚液（放射線照射）  07／01 07／01  HBsAb（一） HBcAb（－）  

（0了／01）   

HBV－DNA（－）  （07／01）   

（08／05）   

投与開始後1  

時間で悪寒、  
発熱、及び戦  

慄を発現し、  医療機関において検出された両者の菌株を入  
輸血中止。   手し、日赤で検出した菌株も含めて以下の試  
院内にて実施   験を行い、3者がMSSAであり同一の薗株であ  
した患者の血   
液培養より  

ることを確認した。  
細菌培養（同定）試験  

Staphylococcu saur飢一S（非  

37  2008／7／11  人血小板濃厚液（放射線照射）  女  60  その他の腫瘍  細菌感染  08／06  で無菌試崩を実施した結  
薬剤感受性紬  

MRSA）を同定  
コアグラーゼ型（ⅠⅠ型）  

した。  
毒素腐生（－）  

保管検体（1本）で細菌培養  パルスフィールド電気泳動法による遺伝子解  
院内にて実施  析  
した当該製射p   
の細菌培養よ   

上記調査をうけて担当医よりr副作用・感染症  

リ  
と輸血血液との因果関係ありと考える」とのコメ  

Staphylococcu 
ントが得られた。   

saureusを同  

定した。   

HlV－RNA（十）  

H【∨－RNA（十）  HlV－Ab（十） H【∨ 

－1Ab  
07／02  川∨－Ab（－）    HIV－Ab（＋）  

38  2008／7／t8  人赤血球濃厚液（放射線照射）一 LR  女  40  その他の疾患  H【∨感染  
前）  保管検体3本全  

（07／02）    川∨－AbWB（＋）  

（08／06）   W8法（判定  後）  

不能）   
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′，．響きしぶ＝草三、  

No．   新郎鞠   攣準攣撃墜禦 報告受領日  撃墜輔弼幣榊攣攣轡轡轡 一般名        要撃琴硬 感染症名    振替蹄穣ミ翠 （年月）  r郵ヒ （年月）‥  ノー■、 ∴検ぎ‥ぺ             性  
別   

HCV－Ab（－）  

（07／07）  

HCV－Ab（－）  

（07／08）  

39  2008／7／18  人赤血球濃厚液（放射線照射卜 LR  男  80  外傷・整形外科的 疾患  C型肝炎   07／07  HCV－RNA（＋）  
保管検体7本全  

HCV－Ab（＋）  
都HCV二RNA（－）  

（07／11）  

HCV－Ab（＋）  

（07／12）  

■HBsAg〈－）  H   I I Ⅳ  
（08／03）  

HBV－DNA（十）  

新鮮凍結人血矩－LR  
HBsAg（一）  

陰性（輸血   
08／01  

40   08／Ol  
しR   H8V 

（08／06）  

HCV－Ab（－）  

HCV－RNA（－）   （08／04）  
08／03      VRA（＋）  HCV－RNA（十）  陽性（輸血  保管検体5本全  

41  2008／7／18  人赤血球濃厚液（放射線照射卜 LR  男  30  外傷・整形外科的  C型肝炎                         疾患  （08／06）  後）   部HCV－RNA（－）   
（08／03）   

（08／06）  

HBsAg（－）  HBV－DNAト）  
（05／10）  HBV－DNAト） HB 

08／03－05    HBsAg（－） HBsAb（十）  保管検体4本全  
42  2008／7ハ8  人赤血球濃厚液（放射線照射）－ LR  女  70  その他の腫瘍  B型肝炎  HBcAb（ 

（08／03）   
期間中）   間中）  

非溶血性副作用関連検査  
実施。  

発赤、膨疹、  
shiv¢rlng  

細菌感染  08／07  
BT38．70c  

43  2008／7／22  人血小板濃厚液   女  60  血液腫瘍  院内にて患者  
血培養実施、  
陰性。  による細菌培養試験を実  

施、陰性。  
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息  

N0．  

ぬ競滅  藤躯潅減鵜滴縄  湖醜樽 者 ニ漉こ  年 摘最  
HBsAg（－）  

HBoA武一）  

HBeAb（－）  

HBsAg（一）  

（00／11）  

HBsAg（－）  HBV－DNA（－）  

44  2008／7／22  人血小板濃厚液（放射線照射）  女  50  血液腫癌   B型肝炎   08／03－06     HBsAb（－）  

HBeAg（－）  

（08／05）  

Hl〕∨－DNA（－）  全部HBV－  

HBeAb（－）  （08／07）   DNA（－）  

HBGAb（－）  

（08／03）  

（08／06）  

HBV－DNA（－）  

（08／06）  

血液疾患  45  2008／7／22  人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  70   消化器腫癌  C型肝炎   HCV－RNA（十） HCV－Ab（＋）  

08／07   

07／01  HCVTAb（－） （06／12）  HCV－Ab（十） HCVコアAg（十） （08／06）  
（）   部HCV－RNA（一）  

HCVコアAg（＋）  

HCV－Ab卜） HCVコア   （08／07） HCV－RNA（十）  HCV－RNA（－） HCV 

46  2008／7／23  人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  女  90  外傷・整形外科的 轟  C型肝炎   08／03  
保管検体2本全  

（08／03）   
－Ab（－）   

H8sAg（－）  HBV－DNA（十）  
人赤血球濃厚液（放射線照射）－  HBsAよ－）  

47  2008／7／28   LR  女  70  循環器疾患  B型肝炎   08／02   HBsAb（－）   保管検体8本全  

新鮮凍結人血策－LR  HBV 
（08／07）   

HB＄Ag（一）  HBV－DNA（十）  

（08／02）  HBsAg（－）  

人赤血球濃厚液（放射線照射ト  
H8sAg（－） HBsAb（－） HBcAb（－）  HBsAg（一） HB 

48  2008／7／28   LR  男  50  血液腫癌   B型肝炎   08／0ト02 08／03  （08／03）  保管検体4本全  
人赤血球濃厚液－LR  HBV－DNA（＋）  

HBsAg（十）  後）  

Ht】oAg（＋）  HBcAb（－）  

IgM－HBcAb（－）  （08／07）   

（08／07）   
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箸 性  
No．   

；＝  ）  ：∴～綾査 禁繋鴻㌢   撃箪笥撃黒閣 1∴一 報告受領日  聯芝野等f誓琴野蒲郡草野琴野蚕 一般名  

別  
Shaking  

BT40．00c  

院内にて実施  

細菌感染  08／06  した患者血液  調査結果を受けて担当医より「副作用・感染症  
49  2008／7／28  人赤血球濃厚液（放射線照射）－ しR  女  80  消化器腫瘍  培養より  と輸血血液との因果関係は不明である。」との  

EsGh8richia  コメントが得られた。  
coli（ESBL）を  

同定∩   

術中術後輸血  
施行。  
翌日、敗血症  

新鮮凍結人血紫－LR  発症。  患者検体なし（調査なし）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）－  08／07  翌々日、敗血  

50  2008／7／28    しR  女  70  循環器疾患  細菌感染   08／07  
症性ショックに  調査結果を受けて担当医より「副作用・感染症  

人血小坂濃厚液（放射線照射）  08／07  より死亡。  と輸血血液との因果関係なしと考える。」とのコ  
患者血液培養  メントが得られた。   
より  hydrophilaは検出されす。  

A¢rOmOnaS  

hydrophi，aを同  

定。  

HBsAg（十）  

HBsAg（－）  

HBsAb（－）  

07／12    H8eAg（－）  
保管検体5本全  

田  2008／7／28  人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  男  60  腎・泌尿器系疾患  B型肝炎  HBeAb（＋）  部日日V－DNA（－）  

HBcAb（十）  

（07／12）  

（08／05）  

8T36．8→  

40．70c 4 
血圧16／92→  
80／35mmHg  
脈拍81・→  

132／min  査：陰性  
52  2008／7／31  人血小板濃厚液（放射線照射）  女  70  血液腫瘍   細菌感染  08／07  血策タン／くク賞欠損検査：  

SpO280台後   

半  投与中止の当該製剤（1本）  

患者血培養腸  
性。  
Escherichia  施、陰性。  

∝刷司定。   

HBsAg（十）  

（05／01）  

HBV－DNA（十）  

HBsAg（十）  

HBoAg（十）  

HBsAg（－）  

53  2008／8／5  新鮮凍結人血策 人血   男  70  消化器腫瘍  B型肝炎   02／03 02／03   （02／03）       目白t，Ab 保管検体4本全  

赤球濃厚液  
【gM一日BcAb（－）  

部HBV－DNAト）  

（05／03）  

HBsAg（十）  

（06／09）  

HBsAよ十）  

（08／04）  
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No．  報告受領日   

：′∴嘉．   

H8sAg（－）  

（08／03）  

HBsAg（－）  
H8sAb（－）  陰性（輸血  54  2008／8／5  人血小板濃厚液（放射線照射）  女  70  肝，胆t膵腫瘍  B型肝炎   08／04     HBsAb（－）  

前）   ついて（全部）  
HB8Ag（－） HB HBV－DNA（－）  
cAb（－）  

（08／04）   

HCV－Ab（十）  HCV－RNA（＋）  
HCV－Ab（十）  

HCV－Ab（一）  

55  2008／8／12  人赤血球濃厚液（放射線照射卜 LR  男  60  消化器腫瘍  C型肝炎   
保管検体2本全  

07／03   （07／02）   （08／07） HCV－RNA（＋） HCVコアAよ十） （08／07）  HCV 

（88／07）   

HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

（07／12）  

人赤血球濃厚液（放射線照射ト  HBV－DNA（－）  

LR  07／‖－12  HBeAg（－）  

56  2008／8／12    人赤血球濃厚液－しR  
保管検体22本  

女  70  循環器疾患  B型肝炎  
07／11－12 07／12  

全部HBV－DNA  
新鮮凍結人血策－LR  

07／12   HBV－DNA（十）  人血小破濃厚液（放射線照射）  
HBeAg（－）  

HBeAb（十）  

HBcAb（十）  

（08／07）  

新鮮凍結人血策－LR  HCV－RNA（＋）  

新鮮凍結人血策  08／05  HCVコアAg（＋）  

HCV－RNA（＋） （08／07）  陽性（輸血 後）  保管検体32本 全部HCV－RNA  

57  2008／8／13    人血小板濃厚液（放射線照射） 人赤血球濃厚液（放射線照射）－  08／05 08／05  

しR   
08／05   （－）  

HCVコアAg（十）  HCV－RNA（＋）  

HCV－Ab（十）  HCV－Ab（＋）  

C型肝炎   08／03－06  HCV－Ab（－）     （08／07）  
58  2008／8／13  人赤血球濃厚液（放射線照射〉－ しR  女  80  血液疾患  

保管検体3本全  
（08／02）     HCV－RNA（十）  

（08／07）   HCV－Ab（＋）  

（08／0丁）   

BT38，0′・■  

38．8℃  投与後検体について非溶  

BT35．70c BP  59  2008／8／18  人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  女  50  免疫系疾患  細菌感染  08／08    90／50mmHg  

脈拍50／min  

／min以上  

患者血液培養  
は未実施  

HCV－RNA（－）  

07／1卜  
60  2008／8／柑  人血小破濃厚液（放射線照射） 人赤血球濃厚液（放照  保管検体45本  

射線射ト  C型肝炎  
08／05 07／1ト  

全部HCV－RNA  

しR   08／05   

（08／06）  
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報告受領日   警欝芦竿琴管澤撃汚   郡貰幣きクミ学研で郡禁照準禦郡購          ぺJ∫11一rオ′1こし．－ 投与年窟㌍  夢前襟J耳 （年月）  護．射            No．        でY十彗■ 一般名  性  
別   

HBsAg（－）   

（08／01）  
HBsAg（－）  

（08／02）  
保管検体5本全  

61  2008／8／19  人赤血球濃厚液（放射線照射卜 LR  男  70  呼吸器腫瘍 消化器腫瘍  B型肝炎   08／03      H8sAb（－） HB 部HBV－DNA（－）  

cAb卜） 08   
（／03）   

HBsAg（－）  

HBsAg（－）  HBV－DNA（十） H 

（06／09）  

62  2008／8／19  人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  70  その他の疾患 糖尿病  B型肝炎   
保管検体2本全  

06／12    HBsAb（＋） HBcAb（＋）  

（06／10）  HBcAb（＋） （08／08）   

（08／08）   

H日∨－DNA（－）  

HBsAg（－）  

HBsAb（－）  

HB8Ag（－）  

HBeAb（十）  

HBcAb（十） （03／12） HB 

sAg（－）  

HBsAb（＋）  

HBeAg（－）  

07／10－  

人血小板濃厚液（放射線照射）  
08／06  

07／‘12－  
保管検体39本  

63  2008／8／27   人赤血球濃厚液－LR  男  50  血液腫瘍   B型肝炎  08／06  全部HBV－DNA  

人赤血球濃厚液（放射線照射ト  
07／12－  

LR  08／02  

HBeAg（－） HBeAb（＋） HB 

cAb（＋）   

（04／08）  

HBsAg卜） 日日sAb（一） H8 

eAg（－） HB 

eAb（十）  

HBcAb（＋）  

（04／10）   

HBsAg（－）  HBV－DNA（＋）  
（07／10）  

人赤血球濃厚液（放射線照射卜  HBsAg（＋） HB 
08／04  

64  2008／9／1   LR  女  30  産科（出血）  B型肝炎  08／04  
sAb（－）  全部HBV－  

新鮮凍結人血策  HBcAb（－）  DNA（一）  
HBcAb（－）  

（08／04）   

（08／08）   

患者血液培養  

よりグラム陰   
細菌感染  08／08  性菌  による細菌培養試験を実  

65  2008／9／1  人赤血球濃厚液（放射線照射卜 LR  女  10  血液疾患  Pseudomonas  
aeruginosaを  施、陰性。  

持出   
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非溶血性副作用関連検査  
輸血開始15分  2008年8月18日に副作用名「悪寒」として情報  

後、  8T37．90c  入手し」担当医の重篤度判断が非重篤であっ  

査：陰性  
たため報告対象外としていたが、8月20日に細  

血簗タン′くク貫欠規検査：  
菌感染も疑われるので関連項目を調査してほ  

66  2008／9／3  人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  男  30  外傷・整形外科的 疾患  細菌感染  08／08  BT38．60c     悪寒 院内 にて実施   しいという追加情報を入手したため、感染症症  

の患者中培養 にMRSA  
例として報告する。  

よりを  訴査結果を受けて担当医より「細菌感染と輸血  
同定した。  血液の因果関係なしと考える」とのコメントが得  

亡＿・hイン   

HCV－Ab（＋）  陽性（槍血  

07／11  HCV－Ab（－）    （08／07）  保管検体2本全  
67  2008／9／3  人赤血球濃厚液（放射線照射）－ しR  女  80  消化器疾患  C型肝炎  （07／09）    HCV－RNA（＋）  

（08／08）   後）  

HBV－DNAポリ  
メラーゼ（十）  

（08／04）  

HBV－DNAポ リメラ 

ーゼ（＋） HB 

肝・胆・膵疾患  
5Ag（十） HBoAg（－）  

保管検体5本に  

68  2008／9／3  人赤血球濃厚液（放射線照射ト LR  女  60   血液腫癌 血液疾患   B型肝炎   08／03－05      HB 訴査なし′   ついてHBV－  
DNA（－）  

oAb（＋） （08／03）  

HB8Ag（＋）  

日日8Ab（－）  

（08／07）  

H8sAg（＋）  当鼓08年5月  
（08／08）  21日H【iV一  
日日V－DNA（＋）  DNA（－）（遡及調  

HB8Ag（－）  主対象）  当鼓08年5月21日HBV関連検査陰性（遡及調  
HBeAb（－）  次回b8年6月1丁  

人血小板濃厚液（放射線照射）  
HBcAb卜）  H8V－DNA（巾  日HB＄Adづ（陽  

08／05－07   IgM一日BcAb（一）  H8sAg（＋）   転献血）保管検  

69  2008／9／8   人血小板濃厚液  女    血液腫瘍   B型肝炎  H8sA武一）  陰性（輸血後）  

LR  
806 HBcAb（－）  ∨－DNA（十）  

（08／08）  （08／08）  1556bpの塩基配列を比較したところ、両者の塩  
HBsAg（十）  同時期に輸血さ  
HB8Ag（－）  れ輸血血液14  
HBeAb（－）  本の保管検体  
H8cAb（一）  14本について  

（08／08）  HBV－DNA（－）   

14：17輸血中  

止。BPTl／39  

胸苦あり  
15：10  査：陰性  

患者血液培養により検出された菌株を医療機  

BPlO3／33  
関より入手し、細菌培養輔を実施したところ、  

悪寒・ふるえ  G群連鎖球菌が同定された。  

70  2008／9／8  人血小板濃厚液（放射線照射）  男  50  血液腫瘍   細菌感染  08／08  SpO298～  
100％  検出。  患者および当該製剤より同定された2つの薗株  

17：30  同一採血番号の血奨（1本）  
について遺伝子型別試験を行い、ニ者が同一  

BT40．60c  の菌株であることを確認した。  

8P124／74  
上記結果を受けて担当医より「副作用・感染症  

22：00BP64／一  
と輸血血液の阻東関係ありと考える」というコメ  

23：10  試験を実施、G群連鎖球菌  ントが得られた。   

RT3770c   
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